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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電式のバッテリパックが着脱自在に取り付けられるバッテリ取付部を工具本体に備え
た手持ち式の充電式電動工具に、着脱自在に取り付けられる延長ハンドルであって、
　バッテリ取付部は、平面からなる本体側接続面に沿ってバッテリパックをスライドさせ
て着脱する構成であり、
　バッテリパックを取り外した状態のバッテリ取付部に着脱自在にスライド装着されるス
ライド装着部を備え、該スライド装着部には、バッテリ取付部の本体側端子に接続される
ハンドル側端子が備えられ、スライド装着部を介して電動工具に電力が供給可能であり、
　工具本体は、後方に延びる本体ハンドル部と、本体ハンドル部の後側に設けられたバッ
テリ取付部とを備え、
　スライド装着部の前側に、本体ハンドル部を保持するためのハンドル保持部を備えてい
ることを特徴とする手持ち式の充電式電動工具用の延長ハンドル。
【請求項２】
　バッテリ取付部は、バッテリパックが上側から下側に向けて取り付けられる構成であり
、
　ハンドル保持部はスライド装着部から前側に一体的に延設され、
　スライド装着部をバッテリ取付部にスライド装着すると、その装着動作に伴ってハンド
ル保持部が本体ハンドル部の上部の外側に上側から嵌合して本体ハンドル部を保持する請
求項１記載の手持ち式の充電式電動工具用の延長ハンドル。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電式のバッテリパックを電源とする手持ち式の充電式電動工具に取り付け
られて使用される延長ハンドルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　手持ち式の電動工具を用いて作業を行う場合、それを把持しながら例えば膝を折り曲げ
た状態で行うことになるが、例えば下記特許文献１，２のように着脱式の延長ハンドルを
電動工具に取り付けると、例えば立ったままの状態で作業を行うことができるため、特に
腰や膝への負担が軽減されるという利点がある。
【０００３】
　しかしながら、従来、電動工具に延長ハンドルを取り付けるための取付部は、工具本体
の所定箇所を把持する構成となっていたため、取付作業が繁雑であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－４６７２３号公報
【特許文献２】特開２０１１－６７１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それゆえに本発明は上記従来の問題点に鑑みてなされ、電動工具への取り付け作業が容
易な手持ち式の充電式電動工具用の延長ハンドルを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は上記課題を解決すべくなされたものであって、本発明に係る手持ち式の充電式
電動工具用の延長ハンドルは、充電式のバッテリパックが着脱自在に取り付けられるバッ
テリ取付部を工具本体に備えた手持ち式の充電式電動工具に、着脱自在に取り付けられる
延長ハンドルであって、バッテリ取付部は、平面からなる本体側接続面に沿ってバッテリ
パックをスライドさせて着脱する構成であり、バッテリパックを取り外した状態のバッテ
リ取付部に着脱自在にスライド装着されるスライド装着部を備えていることを特徴とする
。
【０００７】
　該構成の手持ち式の充電式電動工具用の延長ハンドルは、充電式のバッテリパックを電
源とする手持ち式の充電式電動工具に取り付けられて使用される。かかる充電式電動工具
は、コードレスであることから特に手持ち式の電動工具において利便性が高い。ここで、
バッテリ取付部は、平面からなる本体側接続面に沿ってバッテリパックをスライドさせて
着脱する構成であるので、重量物であるバッテリパックを容易に取り付け、及び、取り外
しすることができる。このようなバッテリ取付部に延長ハンドルを取り付けることができ
る。即ち、バッテリ取付部からバッテリパックを取り外し、その空の状態のバッテリ取付
部に延長ハンドルをバッテリパックと同様に本体側接続面に沿ってスライドさせて着脱で
きる。従って、バッテリパックと同様に容易に延長ハンドルを取り付けることができる。
また、スライド装着部には、バッテリ取付部の本体側端子に接続されるハンドル側端子が
備えられていて、スライド装着部を介して延長ハンドルから電動工具に電力が供給される
。尚、延長ハンドルから電動工具への電力供給は、例えば、延長ハンドルにバッテリパッ
クを取り付けるためのバッテリ取付部を備える構成として、延長ハンドルに取り付けられ
たバッテリパックを電源としたり、あるいは、延長ハンドルにＡＣ電源コードとＡＣ／Ｄ
Ｃ変換部とを備える構成としたりすることができる。
【０００８】



(3) JP 6568418 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

　特に、工具本体は、後方に延びる本体ハンドル部と、本体ハンドル部の後側に設けられ
たバッテリ取付部とを備えた構成であり、スライド装着部の前側に、本体ハンドル部を保
持するためのハンドル保持部を備えていることが好ましい。該構成では、延長ハンドルの
工具本体への取付部は、スライド装着部とハンドル保持部を備えることになる。そして、
スライド装着部の前側にハンドル保持部が設けられているので、前後二箇所で取り付ける
ことができ、スライド装着部のみの一箇所で取り付ける構成に比して取付状態が安定する
。その結果、延長ハンドルを取り付けて行う作業も安定することになり、特に、前後二箇
所で取り付けられることにより電動工具の前後の揺動が抑制される。
【０００９】
　更に、バッテリ取付部は、バッテリパックが上側から下側に向けて取り付けられる構成
であり、ハンドル保持部はスライド装着部から前側に一体的に延設され、スライド装着部
をバッテリ取付部にスライド装着すると、その装着動作に伴ってハンドル保持部が本体ハ
ンドル部の上部の外側に上側から嵌合して本体ハンドル部を保持することが好ましい。バ
ッテリパックがバッテリ取付部に上側から下側に向けて取り付けられる構成であると、バ
ッテリパックを下側から上側に向けて取り付ける構成に比して容易且つ確実に取り付ける
ことができる。そして、延長ハンドルのスライド装着部もバッテリパックと同様にバッテ
リ取付部に上側から下側に向けて取り付けることになるため、延長ハンドルのスライド装
着部もバッテリパックと同様に容易且つ確実に取り付けることができる。更に、そのスラ
イド装着部から前側にハンドル保持部が一体的に延設されていて、スライド装着部をバッ
テリ取付部にスライド装着する際にハンドル保持部が自動的に本体ハンドル部に嵌合する
ので、延長ハンドルの取付作業がより一層容易になる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように、平面からなる本体側接続面に沿ってバッテリパックをスライドさせて着
脱する手持ち式の充電式電動工具においてそのバッテリパックを取り外した状態のバッテ
リ取付部に、バッテリパックと同様の操作でスライド装着できるので、取り付け作業が容
易になる。また、延長ハンドルの先に位置する電動工具から重量物であるバッテリパック
が取り外されることになるため、先重り感が軽減されて楽に作業を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態における延長ハンドルを示す正面図。
【図２】同延長ハンドルの要部を示す正面図。
【図３】同延長ハンドルの要部を前側から見た図。
【図４】同延長ハンドルの要部を底面側から見た図。
【図５】同延長ハンドルの要部を背面側から見た断面図。
【図６】同延長ハンドルの使用状態を示す正面図。
【図７】図６の要部拡大図。
【図８】図７のＣ－Ｃ断面図。
【図９】同延長ハンドルの取付状態を背面側から見た要部断面図。
【図１０】同延長ハンドルの取付対象である手持ち式の充電式芝刈り機であってバッテリ
パックを取り付けた状態を示す正面図。
【図１１】同充電式芝刈り機のバッテリパックを外した状態を示す正面図。
【図１２】同充電式芝刈り機を後方から見た図であって、（ａ）はバッテリパックを取り
付けた状態を示し、（ｂ）はバッテリパックを外した状態を示す。
【図１３】同充電式芝刈り機のバッテリパックを取り付けた状態を示す底面側から見た図
。
【図１４】同充電式芝刈り機のバッテリパックを外した状態を示す底面側から見た図。
【図１５】同充電式芝刈り機のバッテリパックを外した状態を示す断面図。
【図１６】図１２（ａ）のＡ－Ａ概略断面図。
【図１７】同充電式芝刈り機のバッテリパックを示す平面図。
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【図１８】同充電式芝刈り機のバッテリパックを示す正面図。
【図１９】図１７のＢ－Ｂ断面図。
【図２０】同充電式芝刈り機のバッテリパックを装着方向の前側から見た図。
【図２１】同延長ハンドルの他の取付対象である手持ち式の充電式芝刈り機であってバッ
テリパックを取り付けた状態を示す正面図。
【図２２】同充電式芝刈り機を後方から見た図であって、（ａ）はバッテリパックを取り
付けた状態を示し、（ｂ）はバッテリパックを外した状態を示す。
【図２３】同充電式芝刈り機のバッテリパックを取り付けた状態を示す底面側から見た図
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態にかかる手持ち式の充電式電動工具としての充電式芝刈り機
に取り付けられる延長ハンドルについて図面を参酌しつつ説明するが、まずは、その取付
対象である芝刈り機について図１０乃至図２０を参酌しつつ説明する。この芝刈り機は、
工具本体１と、該工具本体１に着脱自在に取り付けられる充電式のバッテリパック５とを
備えている。バッテリパック５は、工具本体１に着脱可能であって、工具本体１から取り
外し、図示しない充電器に接続して充電することができる。尚、工具本体１とバッテリパ
ック５には、互いに接続される接続面（取り付け面）が設けられているが、工具本体１側
の接続面を本体側接続面と称し、バッテリパック５側の接続面をパック側接続面と称する
。尚、図中、バッテリパック５の取り付け方向を矢印Ｐで示し、取り外し方向を矢印Ｑで
示しており、取り付け方向と取り外し方向を合わせて着脱方向と称する。また、便宜上、
取り付け方向を前側と、取り外し方向を後側と呼ぶことがある。
【００１３】
＜バッテリパック５＞
　バッテリパック５を図１７～図２０に示している。図１７はバッテリパック５を接続面
側から見た図で、図１８はバッテリパック５を取り付け方向や取り外し方向に対して直交
する方向である側方から見た図で、図１９は図１７のＢ－Ｂ断面図で、図２０はバッテリ
パック５を前側から見た図である。
【００１４】
　バッテリパック５は、その上面が前側を向くようにして工具本体１に装着される。バッ
テリパック５は、工具本体１にスライドさせて着脱する構成となっており、そのスライド
方向は、本体側接続面やパック側接続面に沿った方向である。尚、上述した着脱方向がス
ライド方向となる。バッテリパック５は、全体としてボックス型であって、詳細には着脱
方向に沿って長い直方体であり、その上面がパック側接続面となっている。バッテリパッ
ク５を図１７のようにパック側接続面側から見た時、バッテリパック５は着脱方向に沿っ
て長い長方形であり、図１７において、着脱方向が長辺方向となるが、それと直交する短
辺方向を幅方向と称する。そして、パック側接続面の法線方向を上下方向とし、その方向
の寸法を厚さとすると、バッテリパック５は、着脱方向の寸法や幅方向の寸法に対して厚
さが薄い直方体となっている。
【００１５】
　バッテリパック５の上面には、周縁部のうち前側及び左右両側の三方に平坦な平面から
なるベース面５０が形成されており、また、中央部にはベース面５０に対して一段上方に
突出した高台部５１が形成されている。該高台部５１の上面５１ａは平坦面となっている
。このベース面５０と高台部５１の上面５１ａからパック側接続面が構成されている。尚
、ベース面５０の後側には、後方に向けて徐々に高くなっていくように傾斜した傾斜面５
２が形成されている。該傾斜面５２は高台部５１の上面５１ａよりも高い位置まで延びて
いる。そして、バッテリパック５の上面の後端部には、ベース面５０から後方に延びた傾
斜面５２を前側の斜面とする山部５３が形成されており、高台部５１は、この山部５３の
中腹から前側に向かって水平に延びている。バッテリパック５の厚さは、この山部５３の
山頂部５３ａにおいて最も厚くなっている。
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【００１６】
　高台部５１の前端部には、工具本体１と電気的に接続するためのパック側端子５４が設
けられている。該パック側端子５４は複数列存在していてバッテリパック５の幅方向に沿
って間隔をあけて配されており、本実施形態ではパック側端子５４が合計五列配置されて
いるが、そのうちの中央の一列はダミー端子である。パック側端子５４には工具本体１の
本体側端子２４が接続されるが、例えばパック側端子５４が雌側とされ、本体側端子２４
は雄側とされていて、本体側端子２４がパック側端子５４に着脱方向に沿って挿入される
構成とされる。従って、パック側端子５４は、前側に開口した形状となっていて、高台部
５１の前端面に開口している。
【００１７】
　バッテリパック５は工具本体１にスライド装着される構成であるため、工具本体１とバ
ッテリパック５にはそれぞれ互いに係合するスライドレールが着脱方向に沿って形成され
ている。工具本体１のスライドレールを本体側スライドレール２５と称し、バッテリパッ
ク５側のスライドレールをパック側スライドレール５５と称することにする。本体側スラ
イドレール２５とパック側スライドレール５５は、着脱方向に沿って延びた形状であって
、着脱方向と直交する切断面で切断したとき、図１６のように互いに凹凸係合する構成と
なっている。尚、図１６では内部構造を省略している。具体的には、本体側スライドレー
ル２５とパック側スライドレール５５は、互いにバッテリパック５の幅方向に凹凸係合し
て、着脱方向に沿って摺動する。
【００１８】
　本体側スライドレール２５とパック側スライドレール５５は、それぞれ左右一対形成さ
れている。左右一対の本体側スライドレール２５と左右一対のパック側スライドレール５
５のうち、一方が雄側であって他方が雌側であり、本実施形態では、本体側スライドレー
ル２５が雌側であって、パック側スライドレール５５が本体側スライドレール２５の内側
に入り込む雄側である。パック側スライドレール５５は、バッテリパック５の高台部５１
の左右側面に形成されている。詳細には、高台部５１の側面下部に着脱方向に沿って凹溝
５５ｂが形成され、高台部５１の側面上部には、高台部５１の側面下部に凹溝５５ｂを形
成することによって相対的に側方に突出した状態となった凸条５５ａが着脱方向に沿って
形成されており、この上側の凸条５５ａと下側の凹溝５５ｂとからパック側スライドレー
ル５５が構成されている。尚、左右一対のパック側スライドレール５５は互いに対称形状
となっている。パック側スライドレール５５が形成されている箇所でバッテリパック５を
パック側スライドレールを横断するように上下方向に切断すると、高台部５０の断面形状
は図１６のようにＴ字状となる。
【００１９】
　また、高台部５１の上面５１ａの後部には開口部が形成され、その開口部からロック爪
５６が上方に突出している。該ロック爪５６は、図１２（ｂ）に示している工具本体１の
ロック用凹部２６に係脱自在に係合する。具体的には、ロック爪５６が工具本体１のロッ
ク用凹部２６に係合するとバッテリパック５は装着状態にロックされ、ロック爪５６が工
具本体１のロック用凹部２６から外れると、ロック状態が解除されてバッテリパック５を
工具本体１から取り外すことができる。ロック爪５６は、上下に移動可能に構成されてい
る。ロック爪５６が上方に移動して高台部５１の上面５１ａからの突出量が大きくなった
状態がロック状態であって工具本体１のロック用凹部２６に係合する状態であり、ロック
爪５６が下方に移動して高台部５１の上面５１ａからの突出量が小さくなった状態がロッ
ク解除状態であって工具本体１のロック用凹部２６から外れた状態である。図１７～図２
０はロック爪５６がロック状態である場合を示している。尚、ロック爪５６はロック状態
側に付勢されていて常時はロック状態にある。即ち、ロック爪５６は上側に付勢されてい
る。また、ロック爪５６の前部には傾斜面が形成されている。また、ロック爪５６は、バ
ッテリパック５の幅方向に長い形状とされている。
【００２０】
　高台部５１の後側には、ロック爪５６をロック状態からロック解除状態にするためのロ
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ック解除操作部としてのロック解除ボタン５７が設けられている。ロック解除ボタン５７
はバッテリパック５の後端部に位置しており、山部５３の後側の斜面に設けられている。
該ロック解除ボタン５７を下方に向けて押すと、ロック爪５６がロック位置からロック解
除位置へと下降してロック状態が解除され、ロック解除ボタン５７から手を離して押圧力
を解放すると、ロック解除ボタン５７は元の状態に戻り、それに伴ってロック爪５６もロ
ック位置に戻る。ロック解除ボタン５７とロック爪５６とを連動させるための構成は種々
であってよいが、本実施形態ではロック解除ボタン５７とロック爪５６は一つの部材とし
て一体的に形成されており、この部材が上側に付勢されることでロック爪５６がロック位
置側に付勢されている。その付勢手段は任意であるが、例えば図示しないバネによってロ
ック解除ボタン５７を上側に付勢することができる。
【００２１】
　尚、バッテリパック５は、パック側接続面よりも下側に、パック側接続面よりも幅広の
電池収容部５８を備えており、その収容部に図１９のように複数の電池５９を内蔵してい
る。バッテリパック５は、電池５９を収容すべく中空状のパックハウジング６０を備えて
いる。該パックハウジング６０は半割状の上下二つのパーツを備えていて、その二つのパ
ーツが互いに接合されて中空状に構成されている。上述した高台部５１や山部５３は、パ
ックハウジング６０を構成している上側のパーツに形成されている。また、パックハウジ
ング６０とは別体の構成として可動部材６１（図１９参照）を備えていて、その可動部材
６１の一部がロック解除ボタン５７やロック爪５６として構成されている。
【００２２】
＜工具本体１＞
　工具本体１を図１０～図１６に示しているが、図１０、図１２（ａ）、図１４及び図１
６がバッテリパック５を取り付けた状態で、図１１、図１２（ｂ）及び図１５がバッテリ
パック５を取り外した状態である。工具本体１は、刈り取り対象物である芝を剪断するた
めの剪断刃２と、該剪断刃２を駆動するための駆動部と、中空状の本体ハウジング３と、
本体ハウジング３の下側に取り付けられたスライダ４とを備えている。
【００２３】
＜剪断刃２＞
　剪断刃２は、相対的に往復動可能に設けられた二枚の刃から構成されている。具体的に
は、固定刃と可動刃から構成され、可動刃を固定刃に対して横方向に往復運動させる構成
とされたり、二枚の可動刃から構成されて各可動刃を横方向に互いに反対方向に往復運動
させる構成とされたりする。尚、剪断刃２の下方には櫛刃状のガイド２ａが配置されてい
る。
【００２４】
＜駆動部＞
　駆動部は、駆動モータ６と、該駆動モータ６の回転を減速させると共に回転運動を左右
の往復運動に変換して剪断刃２に駆動力を伝達する駆動伝達部７とを備えている。駆動モ
ータ６はその回転中心が上下方向となり且つその主軸６ａが下方を向くようにして配置さ
れている。駆動伝達部７は駆動モータ６の主軸６ａと剪断刃２との間に位置しており、従
って、駆動モータ６の下側に位置している。駆動モータ６には、駆動モータ６を作動停止
させるための駆動スイッチを介してバッテリパック５から電力が供給される。駆動スイッ
チは、スイッチ本体８ａと該スイッチ本体８ａをＯＮ、ＯＦＦさせるために操作されるト
リガー８ｂと、該トリガー８ｂとスイッチ本体８ａとの間に位置するサブトリガー８ｄと
を備えている。トリガー８ｂは、後述する本体ハウジング３の本体ハンドル部１１の下面
１１ｂに設けられていてその下面１１ｂから下方に突出していて、前側の支軸８ｃを中心
として上下に回動する構成となっている。トリガー８ｂを上方に押すと駆動スイッチがＯ
Ｎ状態となって駆動モータ６に電力が供給されて駆動モータ６が作動する。より詳細には
、トリガー８ｂを上方に押し上げると、トリガー８ｂによってサブトリガー８ｄが押し上
げられてスイッチ本体８ａがＯＮ状態となる。サブトリガー８ｄはその後端部を支点とし
て上下に回動する構成である。トリガー８ｂ及びサブトリガー８ｄは下方に付勢されてお
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り、トリガー８ｂを押す力が解除されるとトリガー８ｂは元の位置に戻り、サブトリガー
８ｄも下方に移動して駆動スイッチはＯＦＦ状態となり、駆動モータ６は停止する。
【００２５】
　サブトリガー８ｄの後側にはスライドバー３０が位置している。該スライドバー３０は
本体ハウジング３に収容されていて前後に移動可能であり、付勢手段であるコイルバネ３
１によって後側に付勢されている。スライドバー３０の前端部はサブトリガー８ｄの後部
下面に当接あるいは隙間を介して離間した状態にあり、スライドバー３０が前進するとス
ライドバー３０の前端部によってサブトリガー８ｄが押し上げられてスイッチ本体８ａが
ＯＮ状態となる。スライドバー３０が後退して元の通常位置に戻るとサブトリガー８ｄも
下降してスイッチ本体８ａはＯＦＦ状態となる。スライドバー３０の後端部はバッテリ取
付部１３から後方に突出しており、後述するように延長ハンドル７０をバッテリ取付部１
３に装着する際にその装着動作に伴って延長ハンドル７０のスイッチ作動部１００がスラ
イドバー３０の後端部を前側に押す。スイッチ作動部１００がスライドバー３０を前側に
押すと、スライドバー３０はコイルバネ３１の付勢力に抗して前側に移動してサブトリガ
ー８ｄを上方に揺動させ、これによりスイッチ本体８ａがＯＮ状態となる。従って、スラ
イドバー３０がサブトリガー８ｄを上方に押し上げると、トリガー８ｂが下方に位置して
いてもスイッチ本体８ａはＯＮ状態となる。
【００２６】
　尚、トリガー８ｂの不意の押圧操作を防止するためにオフロックスイッチ３２が設けら
れている。該オフロックスイッチ３２は、本体ハンドル部１１に設けられており、常時は
突出方向に付勢されていて本体ハンドル部１１の側面から側方に向けて水平方向に突出し
ている。そして、付勢力に抗してオフロックスイッチ３２が本体ハンドル部１１の内側に
向けて押されると、トリガー８ｂのロックが解除されてトリガー８ｂを上方に押圧操作す
ることができてスイッチ本体８ａをＯＮ状態にすることができる。
【００２７】
＜本体ハウジング３＞
　本体ハウジング３は、半割状の左右二つのパーツから構成され、この二つのパーツを接
合させることにより中空状となる。本体ハウジング３は、前端部に位置するヘッド部１０
と、該ヘッド部１０の上部から後方に延びる本体ハンドル部１１と、ヘッド部１０の下部
から後方に向けて徐々に上方に傾斜しつつ延びる支持アーム部１２と、後端部に位置する
バッテリ取付部１３とを備えている。
【００２８】
　ヘッド部１０には駆動部が収容されている。本体ハンドル部１１は全体として前後方向
に延びる筒状である。該本体ハンドル部１１には、バッテリ取付部１３に取り付けられる
バッテリパック５と駆動モータ６とを電気的に接続するための図示しない電気ケーブルが
収容されており、その電気ケーブルの途中に駆動スイッチが配設されている。従って、駆
動スイッチは本体ハンドル部１１に収容されている。スイッチ本体８ａはその全体が本体
ハンドル部１１に収容されており、トリガー８ｂは本体ハンドル部１１の下面１１ｂから
その後部が下方に突出している。本体ハウジング３の上面は、ヘッド部１０の上面に最も
高い頂上部１０ａを有して、そこから後方に向けて徐々に下降する形状となっている。従
って、本体ハンドル部１１の上面１１ａは後方に向けてなだらかに下降している。
【００２９】
　本体ハンドル部１１の後端部と支持アーム部１２の後端部は互いにつながっており、従
って、ヘッド部１０と本体ハンドル部１１と支持アーム部１２は全体としてループ状に形
成されている。支持アーム部１２も本体ハンドル部１１と同様に筒状に形成されているが
、その中心線は後方に向けて徐々に上昇している。従って、支持アーム部１２の下面には
後方に向けて上昇する傾斜面が形成されており、該傾斜面にスライダ４が取り付けられて
いる。即ち、支持アーム部１２の下面に、スライダ４を本体ハウジング３に取り付けるた
めのスライダ取付部１２ａが形成されているが、この構成については更に後述する。
【００３０】
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　本体ハウジング３の後端部にバッテリ取付部１３が形成されている。本体ハウジング３
の後端部は本体ハンドル部１１と支持アーム部１２の連結部分であって本体ハウジング３
のループ形状の折り返し部分でもある。バッテリ取付部１３は、本体ハウジング３の後端
部に後方に突出するように形成されている。バッテリ取付部１３の上端部は本体ハンドル
部１１の上面１１ａの後端部と連続しているが、バッテリ取付部１３の下端部は支持アー
ム部１２の後端部よりも下方に突出している。
【００３１】
　バッテリ取付部１３は、その後面にバッテリパック５を取り付ける構成となっている。
従って、バッテリ取付部１３は、バッテリパック５の形状に対応した形状となっていて図
１２（ｂ）のように後方から見て全体として縦長の直方体形状である。バッテリ取付部１
３はその後面が本体側接続面となっていて、従って、本体側接続面は後方を向いている。
バッテリパック５を装着したとき、本体側接続面とパック側接続面とは互いに対向する関
係にある。従って、バッテリパック５の装着時において、バッテリ取付部１３の後面とバ
ッテリパック５の上面が対向し、面接触するか、あるいは、若干の隙間を介して対峙する
。
【００３２】
　バッテリパック５は、上部が前側となり下部が後側となる前傾姿勢で工具本体１のバッ
テリ取付部１３に取り付けられる。従って、バッテリ取付部１３はバッテリパック５が前
傾姿勢で取り付けられるように構成されており、上部が前側となり下部が後側となるよう
に傾斜した本体側接続面を備えている。バッテリパック５は、前傾姿勢の本体側接続面に
沿ってスライドしながら着脱されるが、装着時には、上側から斜め後方に向けてスライド
する。尚、前傾姿勢とは、バッテリ取付部１３や本体側接続面が直立姿勢となる状態から
前側に傾倒した姿勢であって、直立状態からの傾斜角度は４５度以下である。
【００３３】
　バッテリ取付部１３の後面は、バッテリパック５の上面の形状に対応した形状となって
いる。具体的には、図１２～図１４のようにバッテリ取付部１３の左右方向の寸法、即ち
、幅は、バッテリパック５のパック側接続面の幅と略同じになっている。従って、バッテ
リ取付部１３の幅は、バッテリパック５の電池収容部５８よりも狭く、従って、バッテリ
パック５の全幅よりも狭い。一方、バッテリ取付部１３の左右方向の寸法は、本体ハンド
ル部１１の左右方向の寸法や支持アーム部１２の左右方向の寸法に比して大きく、従って
、バッテリ取付部１３は、本体ハンドル部１１の後端部や支持アーム部１２の後端部に対
して左右両側に突出した幅広形状となっている。
【００３４】
　バッテリ取付部１３の後面には、バッテリパック５の高台部５１の上面５１ａと対向す
る面である取り付け基準面２０が形成されている。該取り付け基準面２０は前傾姿勢の傾
斜平面である。取り付け基準面２０の左右両側部と下端部には周壁部が突設されている。
即ち、周壁部は、取り付け基準面２０の上端部を除く三方に形成されていて、左右一対の
横壁部２１と下壁部２２とから構成されて、上方に開口した全体としてコの字状に形成さ
れている。周壁部のうち取り付け基準面２０から最も後側に離れた面である周壁部の後端
面２３は、前傾姿勢の傾斜平面となっていて、取り付け基準面２０とは平行関係にある。
該周壁部の後端面２３は、バッテリパック５のベース面５０と対向する。この取り付け基
準面２０と周壁部の後端面２３とから本体側接続面が構成されている。
【００３５】
　取り付け基準面２０の下端部であって下壁部２２の上側の位置に本体側端子２４が配設
されている。バッテリパック５はバッテリ取付部１３に上方から下方に向けてスライドさ
せて装着されるため、本体側端子２４は上方に向かって延びている。本体側端子２４はバ
ッテリ取付部１３の幅方向に沿って間隔をあけながら複数配置されていて、本実施形態で
は合計四列配置されている。
【００３６】
　両横壁部２１の内側の側面にぞれぞれ本体側スライドレール２５が形成されている。詳
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細には、横壁部２１の内側の側面において、取り付け基準面２０に近い側である前部に着
脱方向に沿って即ち前傾の方向に沿って凹溝２５ｂが形成され、取り付け基準面２０から
遠い側である後部に凹溝２５ｂを形成することによって相対的に内側に突出した状態とな
った凸条２５ａが着脱方向に沿って形成されており、これらの前側の凹溝２５ｂと後側の
凸条２５ａとから本体側スライドレール２５が構成されている。尚、左右一対の本体側ス
ライドレール２５は互いに対称形状となっている。そして、図１６のようにバッテリパッ
ク５の装着状態において、バッテリパック５の高台部５１の左右外側に両横壁部２１が位
置する。換言すれば、左右一対の本体側スライドレール２５の内側にパック側スライドレ
ール５５が挿入される状態となり、パック側スライドレール５５は左右一対の本体側スラ
イドレール２５によって左右両側から抱きかかえられる状態となる。そして、本体側スラ
イドレール２５の凹溝２５ｂとパック側スライドレール５５の凸条５５ａが凹凸係合し、
本体側スライドレール２５の凸条２５ａとパック側スライドレール５５の凹溝５５ｂが凹
凸係合する。
【００３７】
　取り付け基準面２０の上側にはロック用凹部２６が形成されている。ロック用凹部２６
はロック爪５６に対応した形状とされる。ロック爪５６がバッテリパック５の幅方向に長
い形状であるため、ロック用凹部２６もそれに対応して左右方向に長い形状とされ、具体
的には、左右方向に沿って延びる溝状に形成されている。尚、ロック用凹部２６は、横壁
部２１の上端の直ぐ上側に位置している。図１２（ｂ）及び図１５のようにロック用凹部
２６の直ぐ上側の位置にスライドバー３０の後端部が突出している。スライドバー３０の
後端部は、左右方向中央部のやや左寄りの位置に表出している。
【００３８】
　また、横壁部２１の後端面２３の上側にはバッテリパック５の山部５３の傾斜面５２に
対応して装着時に山部５３の傾斜面５２と対向する導入面２７が形成されている。該導入
面２７は、横壁部２１の後端面２３と連続しているがそれよりも幅狭である。また、横壁
部２１の後端面２３が直立姿勢に対して所定角度前側に傾斜しているが、それよりも更に
前側に傾倒するように傾斜している。
【００３９】
　尚、バッテリ取付部１３の上端部にはバッテリパック５の山部５３の山頂部５３ａが位
置するが、そのバッテリ取付部１３の上端部の高さは本体ハンドル部１１の上面１１ａの
後端部の高さと略同じである。従って、本体ハンドル部１１の上面１１ａから導入面２７
を介してバッテリ取付部１３の周壁部の後端面２３まで徐々に後側に向かって低くなって
いる。尚、本体ハンドル部１１の上面１１ａの高さはその後端部において最も低くなって
おり、従って、本体ハンドル部１１の上面１１ａのうち最も高さが低い最下部１１ｃは本
体ハンドル部１１の上面１１ａの後端部に位置しているが、最下部１１ｃから更に後側に
向けて若干高さが上昇した後にバッテリ取付部１３の導入面２７が連設する構成であって
もよい。但し、本体ハンドル部１１の上面１１ａの最下部１１ｃよりも、少なくともバッ
テリ取付部１３の本体側接続面の上端（図１１及び図１５において符号２３ａで示す箇所
）の方が低くなるようにすることが好ましい。
【００４０】
　また、バッテリ取付部１３は、支持アーム部１２の後端部から下方に所定量突出してい
るが、図１０に示すようにバッテリパック５を装着した状態において、バッテリパック５
のうち最も低い部分である最下部５ａは、本体側接続面である周壁部の後端面２３よりも
下方に所定量突出する。具体的には、装着状態におけるバッテリパック５の最下部５ａは
、即ち、図１７に示す取付前の単体の状態におけるバッテリパック５の着脱方向の前端部
であるが、そのバッテリパック５の着脱方向の前端部はベース面５０から前側に所定量突
出している。そして、バッテリパック５のベース面５０は、装着状態においてバッテリ取
付部１３の周壁部の後端面２３と一致する。従って、バッテリパック５を工具本体１に取
り付けると、バッテリパック５の最下部５ａが周壁部の後端面２３から所定量下方に突出
することになる。その一方、バッテリ取付部１３は前傾姿勢となっていて、その下端面の
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前端部、あるいは、パックハウジング６０のパーツ同士をネジ止めするためのボス部がバ
ッテリパック５の着脱方向の前端部に設けられている場合にはそのボス部がバッテリ取付
部１３において最も低い部分である最下部１３ａとなるが、バッテリ取付部１３の最下部
１３ａに対してバッテリパック５の最下部５ａは同じ高さであるか、あるいは、それ以上
の高さとなっている。従って、バッテリパック５は、装着時においてバッテリ取付部１３
よりも下方には突出しない。
【００４１】
＜スライダ４＞
　スライダ４は、その底面に平坦な平面である摺動面４０を有していて、芝刈り時にその
摺動面４０が芝の上を滑る。従って、スライダ４の摺動面４０は、芝刈り機を地面に載置
する際の設置面であり、芝刈り作業においては芝を刈る高さを決める刈り取り基準面とな
り、摺動面４０に対する剪断刃２の高さが芝の刈り取り高さとなる。本実施形態ではスラ
イダ４が高さ調節可能に構成され、その構成によって芝の刈り取り高さを調節できる。ス
ライダ４の高さ調節の構成は種々であってよいが、本実施形態では、スライダ４の本体ハ
ウジング３への取り付け高さを変更することでスライダ４の高さが変更できる構成とされ
ている。具体的には、スライダ４は上述の摺動面４０を有する幅広の主部４１と、該主部
４１の後端部から後方に向けて延びる幅狭の取付片部４２とを有している。主部４１は、
図１０及び図１１のように本体ハウジング３のヘッド部１０から支持アーム部１２の前部
の下側をカバーする。取付片部４２は図１３及び図１４のように主部４１よりも幅狭に形
成されていて支持アーム部１２の下側に位置する。取付片部４２は支持アーム部１２の下
面に沿って後方且つ上方に向けて傾斜しつつ延びている。尚、取付片部４２は支持アーム
部１２よりも幅狭である。取付片部４２は支持アーム部１２の下面に形成された傾斜面か
らなるスライダ取付部１２ａに対向してそれに取り付けられると共に、スライダ取付部１
２ａの傾斜に沿ってスライドさせることができる。即ち、取付片部４２にスライダ４の高
さを調節するための高さ調節機構部が設けられており、スライダ４の取付位置を最も後側
にするとスライダ４の高さは最も高い状態となって芝を短く刈り取ることになる。一方、
スライダ４の取付位置を最も前側にするとスライダ４の高さが最も低くなって刈り取られ
た後の芝の長さは長くなる。このようにスライダ４を傾斜面５２であるスライダ取付部１
２ａに沿って前後に移動させることでスライダ４を上下にも移動させることができてその
高さを調節することができる。図１０～図１５はスライダ４を最も上側且つ後側に位置さ
せた状態を示している。尚、スライダ４は、取付片部４２の押圧部４４を上方に押すこと
で固定状態が解除されてスライド可能となり、押圧部４４への押圧を停止すると固定状態
となる。
【００４２】
　以上のように構成された芝刈り機においては、図１０に矢印Ｐで示している方向に沿っ
てバッテリパック５をバッテリ取付部１３にスライド装着させることができる。バッテリ
パック５とバッテリ取付部１３にはそれぞれパック側スライドレール５５と本体側スライ
ドレール２５が設けられているので、バッテリパック５をスムーズ且つ確実にスライド装
着できて、本体側端子２４にパック側端子５４を確実に接続できる。このようにバッテリ
パック５を装着する際には、バッテリ取付部１３の本体側接続面が前側に傾斜しているの
で、上方から本体側接続面や本体側スライドレール２５を容易に視認できる。従って、バ
ッテリパック５を容易且つ確実に取り付けることができる。また、バッテリパック５を上
方から下方に向けてスライド装着する構成であるので、バッテリパック５を下方から上方
に向けてスライド装着する構成に比して装着作業が容易になる。
【００４３】
　そして、バッテリパック５を所定位置までスライドさせると、バッテリパック５のロッ
ク爪５６がバッテリ取付部１３のロック用凹部２６に係合して、バッテリパック５が所定
位置にロックされる。従って、バッテリパック５が工具本体１から不用意に外れることが
ない。逆に、バッテリパック５を工具本体１から取り外す際には、ロック解除ボタン５７
を押しながらバッテリパック５を引き上げるように矢印Ｑで示している方向に沿ってスラ
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イドさせればよく、簡単に取り外すことができる。尚、バッテリパック５をバッテリ取付
部１３に装着してもスライドバー３０の後端部がバッテリパック５によって前側に押され
ることはない。
【００４４】
　バッテリパック５を装着した状態では、バッテリパック５は前傾姿勢となるので、重量
物であるバッテリパック５が後端部に位置していても尻上がりの状態には見えにくくなり
、見た目の安定感が出る。従って、芝刈り作業を行うにあたって使用者は無意識のうちに
あるいは意識的に力が入り過ぎるということがなく、楽に作業を行うことができる。手持
ち式の電動工具では特にこのような見た目の安定感が使用者の心理に少なからず影響を及
ぼすので、バッテリパック５が前傾姿勢で取り付けられることによって安定感のある見た
目が得られることのメリットは大きい。特に、本体ハンドル部１１の上面１１ａからバッ
テリ取付部１３の本体側接続面に向けて徐々に下降しているので、バッテリパック５の取
付位置が下がると共に見た目の安定感もより一層増すことになり、作業中の不要な力もよ
り一層入りにくくなって作業負担が軽減される。
【００４５】
　また、取付状態において、バッテリパック５の最下部５ａが本体側接続面から下方に所
定量突出すると共に、バッテリパック５の最下部５ａがバッテリ取付部１３の最下部１３
ａよりも下側には位置しないようにすると、バッテリパック５の取付位置を下げることが
できて見た目の安定感が増すと共に重心も下げることができる。しかも、バッテリパック
５の最下部５ａが下方に突出し過ぎることもないので、バッテリパック５の最下部５ａが
地面等に接触することも防止できる。
【００４６】
　尚、厚さの異なる複数種類のバッテリパック５が存在する場合がある。特に、長時間の
使用を可能にするためにバッテリパック５を高容量化していくとバッテリパック５の厚さ
、特に電池収容部５８の厚さはそれに伴って厚くなっていく。そのように厚いバッテリパ
ック５を取り付けたとしても前傾姿勢で取り付けられる構成であるため、薄いバッテリパ
ック５と同様に地面にバッテリパック５が接触するおそれがない。従って、安心して厚い
バッテリパック５を取り付けて使用することができる。
【００４７】
＜延長ハンドル７０＞
　次に、以上のような芝刈り機に取り付けられる延長ハンドル７０について図１～図９を
参酌しつつ説明する。本実施形態に係る延長ハンドル７０は、ポール部と、該ポール部の
前端部に設けられ、芝刈り機の工具本体１に取り付けるための取付部と、ポール部の後端
部に設けられた手元側ハンドル部と、芝刈り機の工具本体１から取り外したバッテリパッ
ク５を着脱自在に取り付けるための手元側バッテリ取付部７２とを備えていて、取付部に
対してポール部は左右方向且つ水平方向の軸線まわりに回動可能である。即ち、ポール部
は取付部に対して上下方向に回動してその角度を調整することができる。より具体的な構
成としては、延長ハンドル７０は、主筒体７３と、主筒体７３の前端部に装着されて連結
用筒体７４と、該連結用筒体７４の前端部に左右方向且つ水平方向の軸線まわりに回動可
能に連結された取付具７５と、主筒体７３の後端部に装着された中空状のハンドルハウジ
ング７６とを備えている。
【００４８】
　主筒体７３は、ポール部の主要部分を構成する。該主筒体７３は例えば金属製や合成樹
脂製であって径一定の直管からなる。連結用筒体７４は、ポール部の前端側所定領域を構
成する。連結用筒体７４は、例えば合成樹脂製であり、半割状の左右二つのパーツを接合
一体化して筒状とされる。連結用筒体７４は、主筒体７３の前端部の外側に被せられるよ
うにして主筒体７３と同軸状に連結される。
【００４９】
＜取付部＞
　取付具７５が取付部を構成する。取付部は、バッテリパック５を取り外した状態の工具
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本体１のバッテリ取付部１３に着脱自在にスライド装着されるスライド装着部８０と、工
具本体１の本体ハンドル部１１を保持するためのハンドル保持部８１とを備えている。従
って、スライド装着部８０とハンドル保持部８１は別体構成ではなく、一つの部材からな
る一体構成である。取付具７５は、前傾しつつ上下方向に延びるスライド装着部８０の上
部からハンドル保持部８１が前側に一体的に延設されて、図２のように左右方向から見て
全体としてへの字状に形成されている。スライド装着部８０のバッテリ取付部１３への取
付方向と取り外し方向は、バッテリパック５のそれらと同じである。
【００５０】
＜スライド装着部８０＞
　スライド装着部８０は、バッテリパック５の上面と同様の構成を備えている。即ち、ス
ライド装着部８０はその前面にパック側接続面と同様の接続面であるハンドル側接続面を
有している。具体的には、スライド装着部８０の前面には、バッテリパック５のベース面
５０に対応して、周縁部のうち下側及び左右両側の三方に直立姿勢に対して前側に傾斜し
た平面からなるハンドル側ベース面９０が形成されており、また、中央部には、バッテリ
パック５の高台部５１に対応して、ハンドル側ベース面９０に対して一段前側に突出した
ハンドル側高台部９１が形成されている。該ハンドル側高台部９１の前面９１ａは直立姿
勢に対して前側に傾斜した平面となっている。このハンドル側ベース面９０とハンドル側
高台部９１の前面９１ａとからハンドル側接続面が構成されている。尚、ハンドル側ベー
ス面９０の上側には、バッテリパック５の傾斜面５２に対応して、上方に向けて徐々に前
側に曲がっていくように傾斜したハンドル側傾斜面９２が形成されている。
【００５１】
　また、ハンドル側高台部９１の下端部には、パック側端子５４に対応して、工具本体１
の本体側端子２４と電気的に接続するためのハンドル側端子９３が設けられている。尚、
ハンドル側端子９３は、雌型であって、ハンドル側高台部９１の下端面に開口している。
このようにスライド装着部８０にハンドル側端子９３が設けられることにより、延長ハン
ドル７０はスライド装着部８０を介して工具本体１と電気的に接続可能である。
【００５２】
　スライド装着部８０は工具本体１のバッテリ取付部１３にスライド装着される。そのた
め、スライド装着部８０には、パック側スライドレール５５に対応して、本体側スライド
レール２５に係合するハンドル側スライドレール９４が形成されている。本実施形態にお
いて、スライド装着部８０の着脱方向は、バッテリパック５の着脱方向と同じ方向であり
、従って、前側に所定角度傾斜した上下方向であり、装着時には工具本体１に対して上側
から下側に向けてスライドさせられ、取り外す際には逆に下側から上側に向けてスライド
させられる。ハンドル側スライドレール９４もパック側スライドレール５５と同様に左右
一対形成されており、ハンドル側高台部９１の左右側面に形成されている。詳細には、ハ
ンドル側高台部９１の側面前部に凸条９４ａが形成され側面後部には凹溝９４ｂが形成さ
れ、この凸条９４ａと凹溝９４ｂからハンドル側スライドレール９４が構成されている。
尚、左右一対のハンドル側スライドレール９４も互いに対称形状となっている。
【００５３】
　また、ハンドル側高台部９１の前面９１ａの上部には開口部が形成され、その開口部か
らハンドル側ロック爪９５が前方に突出している。該ハンドル側ロック爪９５は、バッテ
リパック５のロック爪５６と同様の形状であって、図１２（ｂ）に示している工具本体１
のロック用凹部２６に係脱自在に係合する。従って、ハンドル側ロック爪９５が工具本体
１のロック用凹部２６に係合することで延長ハンドル７０が取付状態にロックされ、ハン
ドル側ロック爪９５が工具本体１のロック用凹部２６から外れると、ロック状態が解除さ
れて延長ハンドル７０を工具本体１から取り外すことができる。ハンドル側ロック爪９５
は、前後に移動可能に構成されている。ハンドル側ロック爪９５が前方に移動してハンド
ル側高台部９１の前面９１ａからの突出量が大きくなった状態がロック状態であって工具
本体１のロック用凹部２６に係合する状態であり、ハンドル側ロック爪９５が後方に移動
してハンドル側高台部９１の前面９１ａからの突出量が小さくなった状態がロック解除状
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態であって工具本体１のロック用凹部２６から外れた状態である。ハンドル側ロック爪９
５はロック状態側、即ち前側に付勢されていて常時はロック状態にあり、図１～図５では
ハンドル側ロック爪９５がロック状態である場合を示している。また、ハンドル側ロック
爪９５の下部には傾斜面が形成され、ハンドル側ロック爪９５は、左右方向に長い形状と
されている。
【００５４】
　スライド装着部８０には、ハンドル側ロック爪９５をロック状態からロック解除状態に
するためのハンドル側ロック解除操作部９６が設けられている。ハンドル側ロック解除操
作部９６は図５のようにスライド装着部８０の後部に設けられている。該ハンドル側ロッ
ク解除操作部９６は、下方に開口した凹状に形成され、そこに指先を挿入してハンドル側
ロック解除操作部９６を後方に引くように押圧して移動させることによりハンドル側ロッ
ク爪９５がロック位置からロック解除位置へと移動してロック状態が解除される。一方、
ハンドル側ロック解除操作部９６から手を離すと、ハンドル側ロック解除操作部９６は前
側に移動して元の状態に戻り、それに伴ってハンドル側ロック爪９５もロック位置に戻る
。ハンドル側ロック解除操作部９６とハンドル側ロック爪９５とを連動させるための構成
は種々であってよいが、本実施形態ではハンドル側ロック解除操作部９６とハンドル側ロ
ック爪９５は一つの部材として一体的に形成されている。この部材をハンドル側ロック部
材９７と称することにする。取付具７５は、左右二つのパーツを接合一体化して中空状と
された取付ハウジング９８を備えているが、ハンドル側ロック部材９７は取付ハウジング
９８とは別体の構成とされていて取付ハウジング９８に前後にスライド可能に支持されて
いる。該ハンドル側ロック部材９７の一部がハンドル側ロック解除操作部９６やハンドル
側ロック爪９５として構成されいる。そして、ハンドル側ロック部材９７は、付勢手段と
してのコイルバネ９９によって前側に付勢されていて、これによりハンドル側ロック爪９
５がロック位置側である前側に付勢されている。
【００５５】
　ハンドル側ロック爪９５の上側には、スライド装着部８０を工具本体１のバッテリ取付
部１３にスライド装着する際に工具本体１の駆動スイッチをＯＮ状態にするためのスイッ
チ作動部１００が設けられている。該スイッチ作動部１００は、ハンドル側高台部９１の
前面９１ａの上端部に位置していてハンドル側高台部９１の前面９１ａから前側に突出す
るように形成されている。スイッチ作動部１００は、スライド装着部８０を工具本体１の
バッテリ取付部１３にスライド装着させる際にその装着動作に伴って工具本体１のスライ
ドバー３０の後端部を前側に押す。スイッチ作動部１００によってスライドバー３０が前
側に押されると、スライドバー３０がコイルバネ３１の付勢力に抗して前側に移動してサ
ブトリガー８ｄを上方に揺動させ、これによりスイッチ本体８ａがＯＮ状態となる。
【００５６】
＜ハンドル保持部８１＞
　ハンドル保持部８１はスライド装着部８０の上部から前側に延設されている。ハンドル
保持部８１はスライド装着部８０に対して所定角度で屈曲しており、ハンドル保持部８１
とスライド装着部８０との間の角度は、工具本体１の本体ハンドル部１１の後部とバッテ
リ取付部１３との間の角度と等しく、より具体的には、本体ハンドル部１１の後部の上面
１１ａとバッテリ取付部１３の本体側接続面との間の角度と等しい。ハンドル保持部８１
とスライド装着部８０との間の角度は、好ましくは９０度を越える鈍角であって１３５度
以下である。
【００５７】
　ハンドル保持部８１は、本体ハンドル部１１の後部の外側に上方から嵌合するように構
成されている。従って、ハンドル保持部８１の下面には、本体ハンドル部１１の上部が嵌
入できる嵌合凹部１０１が形成されている。該嵌合凹部１０１は下方に開口していると共
に前後方向に沿って延びていてハンドル保持部８１の前端面まで達している。このように
下面に嵌合凹部１０１が形成されることにより、ハンドル保持部８１は、前後方向と直交
する切断面で切断したときの断面形状が下方に開口したＣ字状あるいはＵ字状となってい
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る。そして、スライド装着部８０が工具本体１のバッテリ取付部１３にスライド装着され
ると、ハンドル保持部８１は本体ハンドル部１１の上部に嵌合して本体ハンドル部１１を
左右から狭持する。更に詳細には、ハンドル保持部８１は、本体ハンドル部１１の上面１
１ａ及び左右両側面に当接あるいは若干の隙間を介して対峙して、本体ハンドル部１１を
上側及び左右両側の三方から支持する。
【００５８】
　本体ハンドル部１１の後部の上面１１ａが後側に向けて徐々に下降しており、より詳細
には上側凸に湾曲して下降している。嵌合凹部１０１の壁面は本体ハンドル部１１の後部
の上面１１ａに当接あるいは若干の隙間を介して対峙するので、嵌合凹部１０１の壁面の
上面の形状は本体ハンドル部１１の後部の上面１１ａにおける前後方向の形状に対応した
ものとなっており、後方に向けて徐々に湾曲しつつ下降している。尚、嵌合凹部１０１の
壁面が本体ハンドル部１１の後部の上面１１ａに当接あるいは若干の隙間を介して対峙す
ることを単に当接等することと称する。また、本体ハンドル部１１の後部は筒状であって
左右方向に沿って湾曲しているので、嵌合凹部１０１の壁面もそれに対応して左右方向に
沿って湾曲している。更には、嵌合凹部１０１の深さは、前端部において最も深く後端部
において最も浅く、従って、後方に向けて徐々に浅くなっている。従って、嵌合凹部１０
１の壁面と本体ハンドル部１１との周方向の接触長さは、後方に向けて徐々に短くなって
おり、本体ハンドル部１１を左右両側から支持する領域は、嵌合凹部１０１の前端部にお
いて最も大きくそこから後方に向けて徐々に小さくなっている。
【００５９】
　嵌合凹部１０１の壁面はその全体に亘って本体ハンドル部１１と当接等してもよいが、
全面が当接等する構成ではなく、部分的に当接等する構成であってもよい。従って、嵌合
凹部１０１の壁面はその全面が当接等するように本体ハンドル部１１の外面と同様の滑ら
かな面から構成されていてもよいが、本体ハンドル部１１の外面に部分的に当接等するよ
うに凹凸を有する形状であってもよい。本実施形態は後者の態様であって、嵌合凹部１０
１の壁面には、周方向に延びる支持片１０２が突設されており、その支持片１０２の先端
部（下端部）が本体ハンドル部１１の外面に当接等する構成となっている。支持片１０２
は、図４及び図５のように前後方向に間隔をあけて複数形成されており、具体的には合計
四箇所に形成されている。支持片１０２は、嵌合凹部１０１の壁面の左右方向両端部から
最上部に向けて徐々にその突出量が小さくなり、最上部においては突出量は０になる。従
って、支持片１０２は、周方向の全長に亘って連続したものではなく中央部において左右
に分断したものとなっており、即ち、支持片１０２は、一箇所につき左右一対ずつ形成さ
れており、左右一対の支持片１０２は互いに対称形状となっている。従って、支持片１０
２は、一箇所につき一組ずつ合計四組の計八個形成されている。但し、支持片１０２が周
方向の全長に亘って連続した構成であってもよく、その場合、四箇所であれば合計四個の
支持片１０２が形成されることになる。無論、支持片１０２の形成箇所の数は任意であり
、凹凸形状も任意である。
【００６０】
＜手元側ハンドル部＞
　ハンドルハウジング７６に手元側ハンドル部が形成されている。手元側ハンドル部は、
一方の手で把持する操作ハンドル部７１ａと、他方の手で把持する支持ハンドル部７１ｂ
とを有している。一般的には、操作ハンドル部７１ａは利き手で把持され、支持ハンドル
部７１ｂは利き手とは反対側の手で把持されるが、片手で操作する場合には、利き手等の
一方の手で操作ハンドル部７１ａのみ把持される。ハンドルハウジング７６の前部は、筒
状に形成されていて主筒体７３の後端部の外側に被せられるようにして連結されており、
主筒体７３とは同軸状に延びている。このようにハンドルハウジング７６の前部は主筒体
７３から後方に同軸状に延びているが、この部分が支持ハンドル部７１ｂである。
【００６１】
　操作ハンドル部７１ａは、支持ハンドル部７１ｂの後端部から後方に向けて略水平に延
びている。操作ハンドル部７１ａにはハンドル側駆動スイッチとハンドル側オフロックス
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イッチ１０４が設けられている。ハンドル側駆動スイッチは、ハンドル側トリガー１０３
と、図示しないハンドル側スイッチ本体とを備えており、ハンドル側スイッチ本体は操作
ハンドル部７１ａに収容されており、ハンドル側トリガー１０３は操作ハンドル部７１ａ
の下面から下方に部分的に突出している。ハンドル側オフロックスイッチ１０４は、工具
本体１のオフロックスイッチ３２と同様の構成であり、ハンドル側オフロックスイッチ１
０４を押すことで、ハンドル側トリガー１０３を上方に押してハンドル側スイッチ本体を
ＯＮ状態にすることができる。
【００６２】
＜手元側バッテリ取付部７２＞
　ハンドルハウジング７６の後端部に手元側バッテリ取付部７２が形成されている。手元
側バッテリ取付部７２は、操作ハンドル部７１ａの後端部に形成されている。また、支持
ハンドル部７１ｂの前後方向中途部から後方に向けて略水平に手元側アーム部１０５が延
設されている。手元側アーム部１０５は操作ハンドル部７１ａの下側に間隔をあけて位置
していて、操作ハンドル部７１ａと手元側アーム部１０５とは略平行である。該手元側ア
ーム部１０５の後端部に手元側バッテリ取付部７２が形成されている。即ち、手元側バッ
テリ取付部７２は、操作ハンドル部７１ａの後端部と手元側アーム部１０５の後端部とを
上下に連結するようにして形成されている。手元側バッテリ取付部７２は、工具本体１の
バッテリ取付部１３と同様の構成であって、バッテリパック５が着脱自在にスライド装着
可能である。バッテリパック５は上側から下側に向けてスライド装着される。手元側バッ
テリ取付部７２は、工具本体１のバッテリ取付部１３と同様にその接続面が前傾姿勢とな
っていてもよいが、本実施形態では直立姿勢であり、従って、バッテリパック５が取り付
けられた状態では、バッテリパック５はその上面が前側を向くと共に直立姿勢となる。手
元側バッテリ取付部７２にも工具本体１のバッテリ取付部１３と同様にバッテリパック５
のパック側端子５４と接続される端子（図示省略）が設けられており、該端子を介してバ
ッテリパック５から電力が供給される。手元側バッテリ取付部７２の端子から上述のハン
ドル側端子９３まで電気配線されているので、手元側スイッチ本体がＯＮ状態になると、
手元側バッテリ取付部７２に装着されたバッテリパック５から工具本体１に電力が供給さ
れて、駆動モータ６が作動する。尚、手元側バッテリ取付部７２の下側にはバッテリパッ
ク５の支持台１０６が形成されている。
【００６３】
　以上のように構成された延長ハンドル７０を工具本体１に取り付ける際には、まず、工
具本体１のバッテリ取付部１３からバッテリパック５を取り外す。そして、空の状態のバ
ッテリ取付部１３に、バッテリパック５と同様の操作で延長ハンドル７０を取り付ける。
即ち、延長ハンドル７０のスライド装着部８０をバッテリ取付部１３の本体側接続面に沿
って下側に向けてスライドさせて取り付ける。従って、バッテリパック５と同様に延長ハ
ンドル７０を容易に工具本体１に取り付けることができる。尚、図７のように、スライド
装着部８０のハンドル側ベース面９０は、バッテリ取付部１３の周壁部の後端面２３より
も下方には突出しない。更に、工具本体１から取り外したバッテリパック５を延長ハンド
ル７０の手元側バッテリ取付部７２にスライド装着させることができる。工具本体１に延
長ハンドル７０を取り付けると、バッテリ取付部１３の本体側端子２４にスライド装着部
８０のハンドル側端子９３が自動的に接続されるので、ハンドル側トリガー１０３を操作
することで、バッテリパック５から延長ハンドル７０を介して工具本体１に電力が供給さ
れる。このようにバッテリパック５と同様に一つのスライド操作で延長ハンドル７０を工
具本体１にスライド装着できるので、延長ハンドル７０を容易に取り付けることができる
。そして、延長ハンドル７０の先に位置する工具本体１から重量物であるバッテリパック
５が取り外されるため、作業にあたって先重り感が軽減されて楽に作業を行うことができ
る。また、延長ハンドル７０を工具本体１に取り付けることによってスライドバー３０が
前側に押されて自動的にスイッチ本体８ａがＯＮ状態となるので、延長ハンドル７０の工
具本体１への取付作業とは別に工具本体１のスイッチ本体８ａをＯＮ操作する必要がなく
、取付後は、延長ハンドル７０のハンドル側オフロックスイッチ１０４を押してハンドル
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側トリガー１０３を操作することで芝刈り作業を開始することができる。
【００６４】
　更に、スライド装着部８０の前側に、本体ハンドル部１１を保持するためのハンドル保
持部８１が設けられているので、延長ハンドル７０を工具本体１における前後二箇所で取
り付けることができ、スライド装着部８０のみの一箇所で取り付ける構成に比して取付状
態が安定する。その結果、延長ハンドル７０を取り付けて行う芝刈り作業も安定すること
になる。特に、延長ハンドル７０が工具本体１に前後二箇所で取り付けられるので、芝刈
り機の前後の揺動を抑制することができ、芝の高さが安定しやすい。
【００６５】
　しかも、スライド装着部８０をバッテリ取付部１３にスライド装着すると、その装着動
作に伴ってハンドル保持部８１が自動的に本体ハンドル部１１の上部の外側に上側から嵌
合するので、一つの動作でハンドル保持部８１を本体ハンドル部１１に嵌合させることが
できる。そして、ハンドル保持部８１が本体ハンドル部１１を上側と左右両側の三方から
支持するので、工具本体１の上下方向のガタツキと左右方向のガタツキを確実に抑制でき
る。
【００６６】
　また更に、スライド装着部８０よりも前側に位置するハンドル保持部８１にポール部が
回動自在にヒンジ連結されているので、工具本体１を上側から効率良く押さえつけること
ができて工具本体１の浮き上がりを防止できる。即ち、スライド装着部８０は工具本体１
の後端部にスライド装着される構成ではあるものの、ポール部の回動支点は工具本体１の
本体ハンドル部１１の上方に位置しているので、工具本体１の前部の浮き上がりが防止さ
れて剪断刃２の浮き上がりを容易に防止できる。
【００６７】
　尚、芝刈り機のスライダ４の構成は種々であってよい。例えば、図２１～図２３のよう
に後方に延びた大型のスライダ４であってもよく、特に、延長ハンドル７０を取り付けて
作業する場合には有効である。スライダ４は、支持アーム部１２を後側に越えてバッテリ
取付部１３の位置まで達しており、特に、スライダ４の摺動面４０がバッテリ取付部１３
の位置まで延びている。図２３のようにスライダ４の後端部には、バッテリ取付部１３と
の干渉を回避するための逃げ部４５が形成されている。該逃げ部４５は、スライダ４の後
端部の左右方向中央部に形成されていてその左右両側の部分に比して前側に凹んだ形状と
なっている。即ち、スライダ４の後端部の左右方向中央部には前側に凹んだ逃げ部４５が
形成され、その左右両側の位置まで摺動面４０が延びている。
【００６８】
　より詳細には、スライダ４の主部４１の後部は左右に二股状に分岐して後方に向けて延
びていてその二股状部４６がバッテリ取付部１３の下方であって且つ左右両側の位置まで
延びている。このように主部４１の後部に二股状部４６が延設されることに伴って摺動面
４０も二股状に延びている。そして、その二股状部４６の間に取付片部４２が二股状部４
６との間に間隔をあけることなく一体的に連設されている。二股状部４６が摺動面４０を
有して水平に延びているのに対して取付片部４２は支持アーム部１２の傾斜に合わせて後
方に向けて徐々に上昇している。そして、取付片部４２にスライダ４の高さを調節するた
めの高さ調節機構部が設けられている。この実施形態では、ダイヤル４７を左右に回転さ
せることで固定状態と固定解除状態に切り替えて高さ調節する構成となっており、ダイヤ
ル４７を一方に所定角度回転させると固定解除状態となってスライダ４をスライダ取付部
１２ａの傾斜に沿って前後且つ上下に移動させることができ、ダイヤル４７を他方に所定
角度回転させると固定状態となってスライダ４をその位置に固定することができる。図２
１～図２３はスライダ４を最も上側且つ後側に位置させた状態を示している。
【００６９】
　このようにスライダ４を最も上側且つ後側に位置させてもスライダ４の後端部に逃げ部
４５が形成されているので、スライダ４とバッテリ取付部１３との干渉を回避することが
でき、また、ダイヤル４７の回転操作の際もバッテリ取付部１３が邪魔になりにくい。そ
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して、バッテリ取付部１３の下方であってその左右両側の位置まで摺動面４０が後方に延
びていることにより、芝刈り機の姿勢が安定して前後に揺動しにくくなり、芝刈り高さを
一定に保つことができる。しかも、重量物であるバッテリパック５５をスライダ４と干渉
することなく下げることができ、重心を下げることができる。尚、図２１～図２３に示し
ているように工具本体１の前端部にワイヤーガード９を備えてもよい。尚、スライダ４の
周縁部に上方に立設する立ち壁部を形成する場合には、その立ち壁部の一部を下方に切り
欠く等して逃げ部４５を形成してもよい。
【００７０】
　また、バッテリパック５のスライド装着方向も種々であってよく、例えば、バッテリパ
ック５を下方から上方に向けて装着し、下方に向けて取り外す構成であってもよい。更に
、バッテリパック５を左右方向に着脱する構成であってもよい。何れにしても、平面であ
る本体側接続面に沿ってバッテリパック５をスライドさせる構成とすることによりバッテ
リパック５を容易に着脱できる。その場合、延長ハンドル７０のスライド装着部８０もバ
ッテリパック５の着脱方向に合わせて着脱される。尚、バッテリ取付部１３の本体側接続
面も前傾姿勢に限られず、直立姿勢であってもよいし、逆に直立姿勢から上部が後側に傾
斜した後傾姿勢であってもよい。
【００７１】
　また更に、プレート状のスライダ４を採用した構成について説明したが、スライダ４の
構成は任意であって例えばワイヤーから構成したものであってもよい。例えば、ワイヤー
を所定形状に屈曲させたり湾曲させたりしてスライダ４を構成して、仮想的に刈り取り基
準面あるいは設置面を形成してもよい。このようにワイヤーからなるスライダ４であって
もその後端部に逃げ部４５を形成することは有効である。
【００７２】
　更に、スライド装着部８０の前側にハンドル保持部８１を一体構成で設けたが、ハンド
ル保持部８１がスライド装着部８０に対して別体構成であって例えばハンドル保持部８１
がスライド装着部８０に対して可動する構成であってもよい。また更に、ハンドル保持部
８１を設けない構成であってもよく、従って、ポール部がハンドル保持部８１に連結され
た構成ではなくてスライド装着部８０に連結された構成であってもよい。更に、手元側ハ
ンドル部の構成も種々の変更が可能であって、例えば、支持ハンドル部７１ｂを設けずに
ポール部の後端部ないしは上端部から直接操作ハンドル部７１ａが後方に向けて延設され
た構成であってもよい。更に、手元側バッテリ取付部７２の位置も種々変更可能である。
【００７３】
　また、延長ハンドル７０から芝刈り機への電力供給は、バッテリパック５には限られず
、例えば、延長ハンドル７０にＡＣ電源コードとＡＣ／ＤＣ変換部とを備える構成として
もよい。従って、延長ハンドル７０に手元側バッテリ取付部７２を設けない構成であって
もよい。
【００７４】
　尚、取付対象は芝刈り機（芝生バリカン）に限らず生垣バリカン（ヘッジトリマー）で
あってもよい。また、これらの園芸用剪断電動工具に適しているが、それ以外の電動工具
であってもよい。
【符号の説明】
【００７５】
　１　　工具本体
　２ａ　ガイド
　２　　剪断刃
　３　　本体ハウジング
　４　　スライダ
　５　　バッテリパック
　５ａ　最下部
　６　　駆動モータ
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　６ａ　主軸
　７　　駆動伝達部
　８ａ　スイッチ本体
　８ｂ　トリガー
　８ｃ　支軸
　８ｄ　サブトリガー
　９　　ワイヤーガード
１０　　ヘッド部
１０ａ　頂上部
１１　　本体ハンドル部
１１ａ　上面
１１ｂ　下面
１１ｃ　最下部
１２　　支持アーム部
１２ａ　スライダ取付部
１３　　バッテリ取付部
１３ａ　最下部
２０　　取り付け基準面（本体側接続面）
２１　　横壁部
２２　　下壁部
２３　　後端面（本体側接続面）
２３ａ　本体側接続面の上端
２４　　本体側端子
２５　　本体側スライドレール
２５ａ　凸条
２５ｂ　凹溝
２６　　ロック用凹部
２７　　導入面
３０　　スライドバー
３１　　コイルバネ
３２　　オフロックスイッチ
４０　　摺動面
４１　　主部
４２　　取付片部
４４　　押圧部
４５　　逃げ部
４６　　二股状部
４７　　ダイヤル
５０　　ベース面（パック側接続面）
５１　　高台部
５１ａ　上面（パック側接続面）
５２　　傾斜面
５３　　山部
５３ａ　山頂部
５４　　パック側端子
５５　　パック側スライドレール
５５ａ　凸条
５５ｂ　凹溝
５６　　ロック爪
５７　　ロック解除ボタン
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５８　　電池収容部
５９　　電池
６０　　パックハウジング
６１　　可動部材
７０　　延長ハンドル
７１ａ　操作ハンドル部
７１ｂ　支持ハンドル部
７２　　手元側バッテリ取付部
７３　　主筒体
７４　　連結用筒体
７５　　取付具
７６　　ハンドルハウジング
８０　　スライド装着部
８１　　ハンドル保持部
９０　　ハンドル側ベース面
９１　　ハンドル側高台部
９１ａ　前面
９２　　ハンドル側傾斜面
９３　　ハンドル側端子
９４　　ハンドル側スライドレール
９４ａ　凸条
９４ｂ　凹溝
９５　　ハンドル側ロック爪
９６　　ハンドル側ロック解除操作部
９７　　ハンドル側ロック部材
９８　　取付ハウジング
９９　　コイルバネ
１００　スイッチ作動部
１０１　嵌合凹部
１０２　支持片
１０３　ハンドル側トリガー
１０４　ハンドル側オフロックスイッチ
１０５　手元側アーム部
１０６　支持台
　Ｐ　　取り付け方向
　Ｑ　　取り外し方向
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